
　日本最大の見本市主催会社のRX 
Japan㈱が主催する「第10回国際宝
飾展 秋（秋のIJT）」が、10月26日～
28日の3日間、パシフィコ横浜で開催
される。
　節目の10回目を数える秋のIJTに
は、今年5月に神戸で開催されたIJK
（神戸国際宝飾展）が盛況であったこ
とに加え、日本への入国制限が緩和さ
れてきたことにより、2年ぶりに海外バ
イヤーの来場が見込まれ、秋のIJTへ
の問い合わせが急増中。過去最大規
模となる前回比80社増の340社の出
展が見込まれ、クリスマスと年末商戦
に向けた仕入れの場として期待が高
まっている。
　また、新規出展企業も増えていると
のことで見どころも満載。会場では活
発な販売・商談が見込まれるため、事
前に価格帯やカテゴリー別に最新情
報を検索できる公式HPで確認し、効
率的な仕入れに繋げたい。
　昨年は、コロナ禍であったが過去最
多の11,984名を動員した。来場者数
は年々増加傾向にあり、ソーシャルバ

イヤーやハンドメイド作家など様々な
ジャンルのバイヤーが増えていること
から、その対応も求められている。
　来場するメリットは、やはり実際に製
品を見て比較・検討できることに尽き
るが、ジュエリービジネスの動向を肌
で感じられることも大きい。多様性社
会としての変革が始まったことから業
界への新規参入も増えている。SNS販
売によるインフルエンサーの急増には
じまり、会場内でのライブ販売も実施
される予定だ。
　主催者は、「今年は入国制限の緩和
に伴い国内のみならず海外からもバイ
ヤーを招待し、過去最多を更新する
14,000名ものバイヤーを動員する予
定」としている。さらに幅広い層の宝飾
ビジネスに関わる企業をはじめ、多様
な個人が来場することが予想され、競
争力を高めるための出展社による明確
なアピールも重要になってきている。
　来場対象者は、宝飾小売、百貨店、
メーカー、卸、デザイナー、通販・ネット
ショップ、ハンドメイド作家、インフルエ
ンサー、宝飾品ビジネスに関心ある

人々、来賓・特別招待者などだ。
　最新の出展社・製品情報は写真付
きで検索可能で、主に「ジュエリー」
「リ・ジュエリー」「パール」「ライトジュ
エリー」「ジェムストーン／ミネラル」
「宝飾関連製品／催事商品」のカテゴ
リーに分かれている。本格的なラグ
ジュアリージュエリーをはじめ、カジュ
アルなライトジュエリー、ハンドメイド
向けの素材、パーツ、ダイヤモンド・貴
石のルースなど幅広い商品・商材が揃
い、その数は50万点。さらに出展社一
押しの“秋のIJT限定製品”も見逃せ
ない。
　また、宝飾業界の最新動向や宝飾
品に対する知識、販売サービスに関し

て学べる
無料のセ
ミナーも
実施され
る。
　会期2
日目の27
日 1 0 時
30分から

は、“宝飾業界のレジェンド”諏訪貿
易㈱会長の諏訪恭一氏による「語り
継がれてきた宝石～美しさの源と
価値の仕組み～」、同日13時からは
“売上拡大のための必須スキル”と
して「売上に直結！ジュエリービジ
ネスのインスタグラム活用法」を
F.F.B.㈱取締役／Visual Advi-
sor木村麗氏が伝授。その他はセミ

ナープログラムで確認を。聴講は無料
だが事前申込制で定員になり次第締
め切られるので注意が必要だ。

　なお、出展は若干数まだ間に合うと
のこと。問い合わせは事務局（03－
3349－8503）まで。

　㈱ジンズ（JINS）
は、企業として持続
可能な社会の実現を
目指し、太陽光パネ
ルを設置し温室効果
ガス排出削減に取り
組む「JINS前橋小島
田店」やアイウエア業
界のロードサイド店

舗で初めて「BELS評価」最高ランクを
獲得した環境配慮型店舗「JINS会津
若松店」をオープンするなど、サステナ
ブルな店舗づくりに取り組んでいる。
　9月16日に新たにオープンする
「JINS富士入山瀬店」では、JINSとし
て初めて商品棚の資源循環に挑戦。
今回、商品棚の素材として採用したの
は、廃棄衣類や木材といった原料を
アップサイクルした循環型繊維リサイク
ルボード「PANECO®」。全国のJINS
で役目を終え、廃棄予定になっていた
約46台の商品棚の木材や衣料品など
が原料となり、富士入山瀬店用の商品
棚6台とカウンターの一部として新たに
生まれ変わった。

　さらに、地域
の人々にJINS
をより身近な存
在と感じてもら
いたいと、下が
り天井や店内
のボックス型の
スツールには、
地元富士市原

産の富士檜（ひのき）を採用。また、富
士市は富士山麓からの豊富な湧き水
に恵まれ、「紙のまち」としても知られる
ことに着目し、商品棚の引き出しなどに
は、従来の木材ではなくコットンパルプ
や精製木材パルプでつくられた強化
紙を使用している。
　店内壁面には静岡県を中心に活躍
するイラストレーター齋藤智仁氏の
アートを起用。富士市が竹取物語の発
祥の地であることから竹や月をモチー
フに情緒あふれる空間を作り上げた。
　JINSは、これからもサステナビリティ
を考慮した店舗づくりに取り組んでい
くとともに、地域顧客に愛されるアイウ
エアブランドを目指していく。
　※PANECO®＝布だけではなく合
成皮革など廃棄衣料品に含まれるさ
まざまな繊維をアップサイクルすること
ができる繊維リサイクルボード。硬度が
あり加工しやすく、店舗やオフィスなど
の様々な空間の内装、ディスプレイ什
器、家具など、多様な目的に使用するこ
とができ、使用後も再びボードとしてリ
サイクルすることができる。

　8月31日～9月
2日に東京ビッグ
サイトで開催された「ジャパンジュエ
リーフェア2022」の来場者数は3日間
で11,201人と発表され、WeChatライ
ブストリーミング参加者は33,000人と
されている。
　出展社数は
258社。BtoBを
徹底したことで、
商談がしやすい
との良い点も見

られたが、来場者
数に対して会場

が広すぎる、開催日程が厳しいなど改
善すべき点もいくつか見られた。このよ
うな状態だからこそ挑戦できたことも
あっただろうと思われ、主催社と出展社
が同じ方向を向くことが望ましい。　英国宝石学教育「Gem-A（英国宝

石学協会）」を日本宝石協会と提携し
実施している日本宝飾クラフト学院は、
2023年4月より新たに『Gem-Aダイヤ
モンドディプロマコース』を開講するこ
とを発表した。

　学習期間は4月から12
月まで、週1回の9ヶ月。通
学日は毎週火曜日の14
時～16時30分。翌年1月に実施される
筆記と実技の試験に合格すると、DGA
のタイトルを取得できる。

　 新 規
開 講 の
特典とし
て、入学
金 が 半
額となっ
ている。
学費は、
入 学 金

44,000円（通常88,000円）、受講料
（受験料など含む）754,000円の合計
798,000円。開講日は2023年4月。詳細

は同校HPで確認を。
　▼問い合わせ・説明会の申し込み
は、日本宝飾クラフト学院東京本校（東
京都台東区台東3-13-10）、フリーダイ
ヤル0120-
3388-26。
受講申し込
みはH Pか
ら。
　https://
www.jj-cra
ft.com/
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2023年4月よりクラフト学院で開講

10月26日～28日、「秋のIJT」
下がり天井の富士檜とモチーフイラスト
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